


　聖マリアンナ医科大学のオープ
ンキャンパスは、ただキャンパス
を開放し、入試説明会を行うだけ
のイベントではありません。医療

という仕事の尊さ、医学を
学ぶことの素晴らしさを、
医学部志望の高校生たちに
伝えたいとの願いから、毎
年学生が企画し、学生の手
で開催・運営されているの
が、本学のオープンキャン
パスの特徴です。来場者も
年々増え、今年は雨模様の
天候にもかかわらず、約
900名が来場しました。
　オープンキャンパスの最
大の目玉は、医療の現
場で日々行われている
救命処置や画像検査な
どの実際を、自分の目
で見て、手を動かして
学べる、医学部ならで
はの「医学体験コー
ス」がいくつも設けら
れていること。今年も
訪れた高校生たちが医
学生の説明と指導を受
けながら、初めて経験

する処置や検査などの手技に一生
懸命に取り組んでいました。
　例えば、「超音波コース」では 

“本物” のエコー（超音波画像診
断装置）を使用。来場者にエコー
のプローブを手渡して、“患者”
に扮した医学生のおなかに当てて
もらい、見たい臓器がモニターに
映し出されると、その画像をプリ
ントアウトし、来場記念に持って
帰ってもらうという趣向でした。
　また、「BLS／気管挿管コース」
では、BLS（一次救命処置）の人
工呼吸やAED（自動体外式除細
動器）操作を体験した後、ACLS
（二次救命処置）の一環である気
管挿管の手技を体験。来場者が見
事、気道確保に成功すると、会場
から拍手が起こっていました。
　1年生のときから実行委員とし
てオープンキャンパスの運営に関
わり、今年は全体の総責任者を務
めた4年生の児玉佳奈子さんは、
次のように語っていました。
「今回も、総勢80名の実行委員
とともに4月から準備を重ね、み
んなの頑張りのおかげで、これま
でにも増して素晴らしいオープン
キャンパスを実現することができ
ました。また、引き続き、勉学に
精進しこれまで培ってきた知識・
技能を受験生に還元できるよう実
行委員一同、励んでいきたいと思
います。来年度のご来場をお待ち
しております」

St. Marianna University School of Medicine

St. Marianna University School of Medicine

聖マリアンナ医科大学
■学長 尾崎承一 ■医学部長 加藤智啓
神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
TEL.044-977-8111㈹ 聖マリアンナ 検索

来て、体験して！ 医療の力
救急医療や画像検査を体験できる人気のイベント
聖マリアンナ医科大学のオープンキャンパス。
6年目となる今回も大盛況のうちに開催されました。
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画像診断コース
レントゲンやCT、MRIの画像から

「あやしい影（=病変）」を見つける

方法を学ぶ。

BLS/気管挿管コース
BLS（一次救命処置）と、ACLS（二次
救命処置）の一部を体験。気管挿管は
本学附属病院の麻酔科医が協力。

解剖・病理標本コース
全身の骨格標本のほか、さまざまな臓

器に生じた、さまざまな病変の切除標

本を展示。
ドクターカーコース
小・中学生にも人気のドクターカー。「走っ
ている間に救命処置もできます」という説
明に、「すごい！」の声が。

医療器具コース
さまざまな診断・治療器具が

展示された医療器具コーナー。

新病院完成予定図。入院病棟は2023年、
外来などを含め全体は24年完成する予定。

入試説明会
来年度入試の説明を聞く高校生と保護

者。この後、日頃の授業を再現した模擬

講義が行われた。

超音波コース
医学生を“模擬患者”として、腹部の超
音波画像検査（=エコー）を体験。

オープンキャンパスの副責任者を
務めた4年生の山下侑希さん（右）
と、3年生の森田真菜さん（左）








